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2. 水俣病関連施設の視察報告
―水俣病受難の歴史から福島第一原発事故を考える―
＜水俣病と原発事故＞
2014 年 3 月 26 日（水）から 3 月 29 日（土）
にかけて、福島乳幼児・妊産婦支援プロジェク
トメンバー 4 名が水俣市を訪れ、水俣病受難者
の歴史と現在を中心に視察を実施した。
水俣病はチッソ工場が水俣湾へ廃棄した排水
に含まれるメチル水銀を取り込んだ魚を食べた
ことによって発症する病気であり、母親の胎盤
を通して胎児にも移行する。1956 年に病気が
公式に確認されて以来、疫学的因果関係の証明
により企業の加害責任が認められるまでには
17 年もの月日を要した。1973 年の公害健康被
害賠償法により被害者への救済の道が開かれた
ものの、被害の認定基準の設定や被害者の認定
を巡っては、多くの論争や政策変更が有り、現
在に至るまで認定や損害賠償を巡る訴訟も続い
ている。
一方、原発震災被害も、損害賠償金の支払い
継続や訴訟は今尚続き、避難指示区域に度重な
る変更が有り、それに伴い補償や賠償設定の内
容も多様化し、受難者の分断を招く一因とも
なっている。現段階では健康被害の認定をめ
ぐって議論が続けられているが、健康不安はも
とより、放射能汚染による避難生活は被災者の
心身を蝕み続けている。
国の基幹産業をなす巨大企業がもたらした環
境災害（公害）であること、事故によって被害
を受けた受難者が広範にわたること、しかし症
状や発症までの期間が多岐にわたり被害の科学
的因果関係の証明が困難であること、被害認
定基準や賠償をめぐる論争が二転三転したこ
と、それらと関連して被害隠しや差別が頻発
し、被害者が多層に分断されたことなど、水俣
病をめぐる社会構造と、原発事故をめぐるそれ
とは重なるものが多いといわれている。
　
こうした問題をめぐる社会構造の類似点を考
慮するならば、原発事故被災者が現在および将
来にわたり直面する問題や対峙する方法は、水
俣病受難者の歴史と現状を把握することから見
いだせるのではないかと、考えるにいたった。
そこで今回、プロジェクトメンバーは、水俣病
関連施設、水俣病受難者及び支援者の訪問を敢
行した。視察から得た知見は、原発震災研究の
今後の展開において、今後大いに活用したいと
考えている。
視察では大勢の訪問にもかかわらず、原田利
恵様、ほっとはうす施設長の加藤タケ子様はじ
め訪問先の皆様には多大なお心配りとご尽力を
いただいた。ここに感謝申し上げたい。
＜参加メンバー＞
阪本公美子（宇都宮大学国際学部）
髙橋若菜（宇都宮大学国際学部）
清水奈名子（宇都宮大学国際学部）
匂坂宏枝（FSP スタッフ）
西村淑子（群馬大学社会情報学部）
須藤かおり（群馬県避難者団体代表）
伊藤俊介（東京電気大学情報環境学部）
＜お会いした方々＞
・胎児性水俣病患者
　松永幸一郎様、永本賢二様　岩坂すえ子様
　加賀田清子様　長井勇様　山添友枝様
匂 坂 宏 枝 ・ 阪 本 公美子
髙 橋 若 菜 ・ 清 水 奈名子
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　坂本しのぶ様（遠見の家）
・明水園の皆様
・漁師　杉本肇様
・元国立水俣病総合研究センター研究員
　原田利恵様
・社会福祉法人さかえの杜　加藤タケ子様
・生産者グループきばる　高橋昇様
・遠見の家　谷洋一様ほかスタッフの皆様
・ほっとはうすスタッフの皆様
＜日程＞
●3月27日（木）
　　原田利恵氏による案内
①　水俣市立水俣病資料館
②　水俣病協働センター遠見の家（NPO法人）
③　水俣病センター相思社　水俣病歴史考証館
④　生産者グループきばる
●3月28日（金）
　　加藤タケ子氏による案内
⑤　ほっとはうす　ワークショップ
⑥　「水俣病と差別・記憶と祈りのツアー」
a.　チッソ旧工場跡
b.　水俣市浄化センター
c.　明水園
d.　梅戸港
e.　水俣病受難者講話
f.　汚泥最終処分場
g.　水俣湾埋立地
h.　百間排水口
＜視察報告＞
● 3 月 27 日（木） 
水俣市立水俣病資料館
館内は、公害の経緯、チッソの紹介、受難者
の生活等が展示されている。語り部から水俣病
患者の生の声を聴くことができる。この日は吉
永理巳子さんのお話を聞いた。写真のパネルに
は、現在の認定患者数は 2,275 名（2013 年 7 月
現在）との解説がある。
水俣病センター相思社　
水俣病歴史考証館
水俣病受難者となった、水俣市民の実生活の
視点から展示品が集められている。受難者は、
水俣湾から魚を獲って生活していた湾岸に居住
する住民が多かったため、漁に関する展示品も
ある。また、水俣病に対して社会活動をした受
難者や支援者たちの活動の様子も展示されてい
る。
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3 月 27 日（木）続き
生産者グループきばる
水俣病患者の支援者となったのは、ほとんど
が首都圏を中心とした他県から水俣に入った方
が多い。水俣で生活をするため生産者グループ
を作り、柑橘類を中心に減農薬農作物の生産を
している。写真は共同の作業場。
社会福祉法人さかえの杜
ほっとはうす
ほっとはうすは障がいを持つ方を受け入れる
福祉施設であり、水俣病患者も対象となってい
る。ほっとはうす内では簡単な仕事ができるほ
か、地域の人々との交流の場となっている。
写真は、ほっとはうすに入ってすぐの大広
間。ここで受難者の皆さんによるワークショッ
プも開かれた。
● 3 月 28 日（金）
「水俣病と差別・祈りのツアー」
チッソ旧工場跡
明治 30 年代より日本窒素肥料株式会社の工
場として稼動していた建物。いくつかの建物の
中に、当時の煉瓦造りの壁が一部残っている。
工場の敷地内には水路があり廃液が海まで流さ
れていたそうだが、現在その水路は残っていな
い。チッソは水俣の経済の要でもあった。
水俣市浄化センター
家庭排水、工場排水の浄化をする施設近辺の
水路。加藤氏によれば、浄化設備が出来る以前
に工場が排出した化学物質が、水路の壁から現
在も染み出し水路を通って海を汚染していると
のことであった。浄化センター周辺の土地は、
チッソ（現 JNC 株式会社）の管理地になって
おり、目立つ建物はなかった。
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明水園
水俣市立明水園には水俣病認定患者のみが入
所でき、入所者は医療、看護、介護を受けるこ
とができる。重症心身障がい児（者）も受け入
れている。明水園は写真のように海の見える小
高い山の上に建っている。内部の撮影は遠慮さ
せていただいた。
梅戸漁港
加藤氏によれば、この港はチッソ工場への原
材料搬入と製品搬出のために造られたとのこと
である。眼下に見えるパイプは原材料運搬のた
め港から工場までつながっているらしく、民家
の真上を通っている場所もあった。
受難者講話
漁師杉本肇氏のお宅までお伺いしてお話を
伺った。亡くなった妻も水俣病患者であった。
病気を抱えながらの困難な生活だけでなく、病
気を公表することによって被っている、近隣か
らの心無い態度のお話も印象的であった。現在
は、息子が東京から水俣に戻り家族で漁をして
いるそうである。
汚泥最終処分場
水俣湾や水路からくみ上げた化学物質を含む
汚泥が、看板の後方に山となって積み上げられ
ている。埋立処分の期間は定められておらず、
また立入りも禁止されている。
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水俣湾埋立地
昭和 52 年から平成 2 年の 14 年間をかけて、
水俣湾で特に水銀濃度が高い区域の汚泥をくみ
上げ、埋立てをした。現在では公園となってい
る。慰霊碑や関係者が作成したいくつもの地蔵
が海を向いて立っている。
百聞排水口
水俣病の原点の地といわれている。
昭和 7 年（1922 年）から昭和 43 年（1968 年）
までメチル水銀化合物がこの排水口から流され
続け、漁業が中心であった百聞の住民にも水俣
病が発症した。
現在は浄化施設が造られ、今なお家庭排水と
ともに産業排水も排出されている。
